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サービス概要

情報セキュリティについて「ちょっと困った、相談したい」時のために

すぐに聞ける人をそばにおくサービスです。結果、情報セキュ

リティの課題解決のハードルを下げることに繋げます。

今の実現案で

セキュリティが

確保できるか心配

最近○○の事件を聞い

たけど、うちでも対策

が必要か不明

この実現案だと

××ができないので

△△のようにすると良

いでしょう

あの事件は大きな事件

でしたが、貴社には関

連する問題はないです

ね



2CONFIDENTIAL © Kobe Digital Labo Inc.

解決する課題

専門知識を持つエンジ

ニアが社内にいない

実現案が不明確 コストをかけられない

セキュリティコンサルタントによる専門的な目線で、具体的

な実現案を即座に回答します。Web上で手軽に相談でき、課

題が小さいうちに解決できます。

?

情報セキュリティの課題は常々発生するわけ

でもありません。そのため、専任のセキュリ

ティ担当者を社内におくことは難しくなりま

す。

結果、気軽に課題解決できず、課題が大きく

なってからでないと予算をつけて対応するこ

とができない状況が生まれています。

やるべきセキュリティの大枠を理解できても、

具体的な実現案を理解し、選択するにはその

レベルでのノウハウが別途要求されます。

そのノウハウがない場合、せっかく作成した

セキュリティの対応方針が有名無実化してし

まう場合があります。

小さな課題に対して外部コンサルタントを投

入して解決を図ることはコストパフォーマン

スが優れないため、解決を見送る場合があり

ます。

しかし、課題が大きくなるとそれに伴って複

雑化してしまい、気軽に解決できない可能性

があります。

? ?
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対応事例

開発企業様の開発時における実現方式を相談

要件定義が完了し、セキュリティのスコープや実現しなければならないセ

キュリティ上の機能は決まっていても、実際に実現方式としてどのようにす

ればセキュリティが確保できるか不明となり相談いだだくことがあります。

そのような相談に対しては、技術的な要素を含め利用すべきメソッドレベル

やソフトウェアの設定レベルで回答しています。

ユーザ企業様の企画や運用がアンチパターンに

陥っていないか確認

社内で利用しているサービスやこれから構築するシステムにセキュリティ上

問題ないか相談いただくことがあります。あるいは、情報を収集するツール

や管理するツールを利用していた場合に、その情報が個人情報として扱われ

るべきか、そうであればどのような配慮が必要かといった点について相談い

ただくことがあります。

そのような相談に対しては、今まで弊社が様々なお客様にコンサルティング

したナレッジと質問に基づいて調査、内部検討した結果を回答しています。

質問

質問
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対応事例（一覧）

No タイトル 概要

1 データベースの暗号
化について

データベースに格納するデータについてどういった暗号化
方法を実施すれば良いか。また、データの種別によって暗
号化対象にすべきか検討した方が良いか。

2 Cookieの設定方法に
ついて

IPAから公開されている「安全なウェブサイトの作り方」に
記載されている「HTTPS通信で利用するCookieにはsecure
属性を加える」とあるが、具体的にどのメソッドを利用し
たら良いか。

3 名刺情報管理システ
ム構築時の個人情報
の扱い方について

社内に名刺情報管理システムを構築する予定だが、扱う情
報が個人情報であるため、個人情報保護の観点で、必要な
セキュリティ対策の方針を確認したい。

4 キュレーションサー
ビスを利用した場合
のリスクについて

社内のネットワーク上にあるポータルサイトに、キュレー
ションサービスAを利用して、ポータル上にサービスAから
流れる情報を掲載しているが、社内のユーザーがその情報
を閲覧する際のリスクについて確認したい。
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価格

プラン別費用、
条件

簡易プラン 標準プラン

基 本 費 用 5.5万/月 11万/月

対 応 上 限
4件/月 または 4時間/月
のどちらかを満たすまで

8件/月 または 8時間/月
のどちらかを満たすまで

別 途 対 応
と な る 事 項

・1日訪問対応（別途22万円/回）

・詳細調査（次ページ料金に基づき別途見積、スケジュール要調整）
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詳細調査 費用体系
詳細調査をご依頼頂く際の基本的な費用体系は以下の通りでございます。
基本プラン範囲を超えて対応が必要な場合に、別途ご依頼ください。

１．調査分析サービスの受付時間は基本的に平日 10:00～18:00とします。夜間および土日祝日（年末年始、夏期休暇を含む）については、都度相談とさせて頂きます。

２．各作業の所要時間につきましては、事前に見積ることが難しいケースが多いため、実際に作業を行った結果の実費精算とさせていただきます。

３．時間精算につきましては30分単位となります。（30分に満たない場合は繰り上げとさせて頂きます）

４．遠方への出張や宿泊が発生する作業などにつきましては、作業費用とは別に交通費、宿泊費などの実費を請求させて頂くことがございます。

弊社内での調査作業（弊社内からのリモート作業）

調 査 分 析 料 金

平日昼間 （10:00-18:00）、１名×１時間につき ¥17,600

平日夜間 （18:00-24:00）、１名×１時間につき ¥22,000

土日祝日 （10:00-24:00）、１名×１時間につき ¥26,400

上記以外の時間帯、1名×1時間につき ¥33,000

オンサイト作業（貴社・お客様先での現地作業）

オ ン サ イ ト 作 業 基 本 料 金 オンサイト作業１回につき ¥110,000

調 査 分 析 料 金

平日昼間 （10:00-18:00）、１名×１時間につき ¥17,600

平日夜間 （18:00-24:00）、１名×１時間につき ¥22,000

土日祝日 （10:00-24:00）、１名×１時間につき ¥26,400

上記以外の時間帯、1名×1時間につき ¥33,000

交 通 費 お よ び 宿 泊 費 出張作業に伴う、交通費および宿泊費 実費
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課題解決の基本的な流れ

ご依頼
弊社コンサルタントに質問し
たい事項がでてきましたら、

弊社指定のサポートサイトよ
り、質問フォームに相談内容
を入力の上送信いただきます。

STEP１

ご質問内容の確認
届いたご相談内容を弊社コン
サルタントにて検討します。
不明点があれば追加で電話に
より詳細内容を確認します。

STEP2

ご回答
契約時間内に回答できる質問
については、サポートサイト
経由でコンサルタントが回答
致します。詳細調査が必要な
質問については、調査方針を
回答し、詳細な調査は別途お
見積りいたします。

STEP3

回答

コンサルタント

での協議

ナレッジ

？

コンサルタント

が確認

質問

不明点確認

お客様 KDL

解決まで

STEPを繰り返す
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サービス仕様
1. サービス定義

本サービスは、プランにて設定された対応上限の範囲にて、お客様と弊社間において、Web経由での質疑応答により情報セキュリティにおけ

る課題解決に努めるものとします。

2. サービス提供範囲について

本サービスは、所定のWebフォームより送信されたお客様の質問につき、弊社が回答を作成・返信した時点で完結します。ただし、対応可能

範囲外のご質問、詳細調査が必要な事項については当該サービスの範囲外とみなし、別途サービスとして協議し対応するものとします。

3. ご質問件数の数え方について

ご質問1件につき、原則1時間を消費します。一件で複数のご質問をいただいた場合や、回答が多岐・広範囲にわたるような質問は、お客様と

ご相談の上、消費する時間をお伝えいたします。その場合、複数の件数に分割されたり、消費時間が1時間以上となる可能性もあります。ただ

し、弊社にて回答が難しいと判断した質問に関しては消費対象にカウントされません。

4. 消費時間の数え方について

消費時間は、「質問内容の確認」、「電話での不明点確認」、「社内での確認」、「回答の記述」等、質問をお受けしてから回答するまでに

かかった時間の合計時間となります。上限時間以上の消費が必要な場合は、回答前に月あたり上限を超えそうである旨をお客様へ連絡し、複

数件に分割して優先度を決定して対応する、または本サービスを離れ別途お見積りの上、調査を実施するものとします。対応時間の合計が上

限時間に満たなかった場合でも、残りの時間は翌月には繰越されません。また、月額費用も減額されません。

5. 質問受付方法について

Proactive Defenseセキュリティサポートサイトのチケット登録フォームからの質問のみを受付けます。ご質問に対する確認は、サポートサイ

ト、メールまたは電話による質疑応答によって解決を図るものとします。お客様と地理的に距離が近くとも対面での解決は原則行わず、対面

での解決が必要な場合は貴社との協議の上、別途見積を行うものとします。
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サービス仕様
6. 質問受付時間、質問対応時間について

弊社営業日の10:00～17:00を質問対応時間とします。質問は該当時間外も随時受け付けますが、質問への対応や回答は、翌営業日以降とな

ります。質問を受け付けてから原則2営業日以内に1次回答を行うものとします。

7. 実施プロセス

以下のプロセスで1件のご質問に回答致します。

(1) お客様からProactive Defenseセキュリティサポートサイト経由で質問をチケットとしてご登録いただきます。

(2) チケット受付後、内容確認の上、不明点があればサポートサイト経由またはお電話にて確認させていただきます。

(3) 即時回答できる内容であればその内容をチケットにて回答し、同時にチケットのステータスを”解決済”とします。

即時回答できない場合、一時回答として調査方針のみをご連絡致します。

(4) 弊社回答をご確認いただき、解決した場合はお客様にてチケットのステータスを”クローズ”に変更してください。

(5) 弊社回答後、一定期間が経過しても”クローズ”となっていないチケットは、自動的に”クローズ”ステータスと

なります。チケットクローズ後更なる対応が必要な場合は、新たに別チケットにて質問を登録してください。

8. サービス契約期間

本サービスの最低契約期間は、３か月です。契約期間満了と同時に対応件数・時間は全て消費されたものとみなします。
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サービス対応可能範囲

No カテゴリ 対応可能範囲例

1 企画 ・利用予定のサービスに対するセキュリティリスクの把握
・企画しているシステムの個人情報保護観点でのセキュリ
ティ対策方針

2 要件定義 ・セキュアなシステム構成の検討
・認証やアクセス権限等、セキュリティを考慮した業務フ
ローの検討

3 設計 ・セキュリティを確保するための設計指針

4 実装 ・セキュリティ要件の具体的な実装方法

5 診断対応 ・診断で発見された脆弱性への具体的対応

主に以下のようなWebシステムの情報セキュリティについて相談をお受けします。
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対応可能技術

No カテゴリ 対応技術例

1 プログラミング言語 ・PHP
・Python
・Java
・Ruby

2 ミドルウェア ・Apache
・Nginx
・MySQL
・PosgreSQL
・Postfix
・OpenSSL 等

3 OS ・Linux
・Windows

4 クラウド ・AWS

主に以下のような技術に対応します。
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本資料は、貴社社内関係者のみによって使用されるものとし、

本資料のいかなる部分についても、株式会社神戸デジタル・ラボの事

前の書面による承諾を得ずに、貴社外部に配布してはならないものと

します。

• 記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
• 当資料は予告なく変更する場合があります。

confidential

株式会社 神戸デジタル・ラボ
本社
   〒650-0034 神戸市中央区京町72番地 新クレセントビル

TEL : 078-335-5695 （部署直通） / 078-327-2280 （代表） 
FAX： 078-327-2278

ホームページ
   弊社サイト：https://www.kdl.co.jp/

Proactive Defense 専用サイト：http://www.proactivedefense.jp/

SNS
Facebook：ProactiveDefense

Twitter：KDL_Security

ご検討の程、宜しくお願い申し上げます。
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